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　2.特　徴

1.概　要

　T字金網枠 　ﾌﾗｯﾄ金網枠
H=12cmH=12cm

D13×500

※T字金網枠を開き、

ﾌﾗｯﾄ金網枠と四遇箇

所で結束接合する。

補助鉄筋

D10

<不陸斜面>

補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

　『エフケー不陸調整枠(ＦＫサポーター)』は、グラウンドアンカー用受圧板を斜面に設置する際に、地表の不陸

(凸凹)を解消する不陸調整吹付台座用の専用金網型枠です。　

　グラウンドアンカー用受圧板は、不安定斜面の抑止対策や既設コンクリート擁壁、ブロック積み等の構造物補強

対策として計画されるグラウンドアンカーの受圧体として用いられており、設計アンカー力及び背面地山の地耐力

によって受圧板の形状や大きさが選定されます。

　『エフケー不陸調整枠(ＦＫサポーター)』は、様々なグラウンドアンカー用受圧板の形状に合わせて作製するこ

とができ、また製品重量が比較的軽量なため、斜面への設置が容易で人力施工が可能な金網型枠製品です。

さらに、受圧板の設置角度をこの不陸調整枠を用いて調整できるので、緩い斜面に対し低角度の仰角で打設する場

合や、水平方向の角度調整を必要とするグラウンドアンカーの設計が可能です。

①工場で製品加工を行うため、高い品質

　を確保します。

②軽量部材で構成されるため、一基当た

　りの重量が軽量です。

③製品重量が比較的軽量なため、斜面へ

　の設置が容易で人力設置が可能です。

④補助鉄筋(D10)を骨組材として用い、

　製品全体の剛性を高めています。

⑤本製品は一体化構造のため、トラック

による大量運搬が可能です。

3.構 造 部 材

『エフケー不陸調整枠』

の主な特徴
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　4.製品荷姿(工場出荷)

　＜製品荷姿(現場組立時)＞　＜工場出荷時＞

※専用ラップを巻いて保護処理しトラックへ積み込む

　5.施工フロー

◇工場出荷の際にはT字金網を開いた状態で数十基の

　エフケー不陸調整枠を重ね積みし、専用のビニール

　ラップを巻いて保護します。

◇現場に搬入後T字金網を立て、四隅にフラット金網

　を結束線によって取付けます。なお現場斜面の凸凹

　の状況により、枠長の斜面設置許容誤算を+20mm以下

　とします。

（※斜面の凸凹が激しい場所は、吹付材の漏れ防止対策として、

　　T字金網及びﾌﾗｯﾄ金網と地山との間に補助金網を設置します。

　　なお不陸調整枠を角度調整する場合は、丁張りを設置して

　　所定の角度で設置を行います。)

･･･※
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　6.施工手順

補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

D13×500

不陸斜面

①補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの打設 ②ｴﾌｹｰ不陸調整枠の設置

T字金網枠

ﾌﾗｯﾄ金網枠

補助鉄筋

D10

<施工完了>
③ﾓﾙﾀﾙ又はｺﾝｸﾘｰﾄ吹付

吹付けﾉｽﾞﾙ

ﾓﾙﾀﾙ又はｺﾝｸﾘｰﾄ吹付

④ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ施工、受圧板設置

受圧板

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ

箱抜き管

エフケー不陸調整枠　施工手順

（※斜面の凸凹が激しい場所はT字金網及びﾌﾗｯﾄ

　金網と地山との間に補助金網を設置する。)
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7.現場施工写真
現場施工手順

写真1：エフケー不陸調整枠設置状況 写真2：エフケー不陸調整枠設置完了

写真3：モルタル吹付状況 写真4：モルタル吹付完了

写真5：グラウンドアンカーの施工状況 写真6：受圧板設置完了
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9.品質管理

10.出来形管理

8.設計配合

　エフケー不陸調整枠工で使用する吹付材（モルタル吹付又はコンクリート吹付）の設計配合は、以下の仕

様を標準配合とします。なお、発注者側から別途指示がある場合はその基準に準拠するものとします。

　エフケー不陸調整枠の出来形管理を以下に示します。

①枠　長：モルタル又はコンクリート吹付で完成されたエフケー不陸調整枠の縦横の枠長を検測し、設計長

　　　　　以上であることを確認します。

②吹付厚：モルタル又はコンクリート吹付で完成されたエフケー不陸調整枠の四点隅角部の厚さを検測し、

　　　　　設計厚以上であることを確認します。検測結果は表にまとめ、一基当たりの吹付体積数量は四箇

　　　　　所の平均厚に吹付面積を掛けて算出します。

　①エフケー不陸調整枠工のモルタル吹付工又はコンクリート吹付工は、市場単価の｢モルタル吹付工｣又は

　　｢コンクリート吹付工｣に従うものとし、同工種の品質管理基準に従います。

　②モルタル吹付又はコンクリート吹付した表面はコテにより滑らかに仕上げ、下写真のような専用の定

　　規材(アルミ製L形鋼材)を用いて最終仕上げを行います。

　③現場の環境条件や吹付モルタル又はコンクリートの収縮特性により、コテ仕上げ後の施工表面にわずか

　　な凹凸変形を生じる場合があります。特に中央付近に凹変形がある場合、設置した受圧板の両端部にアン

　　カー反力が集中して受圧板に歪みやひび割れが生じる可能性があります。そのため、受圧板の設置前に

　　必ず下写真のような表面の平滑状態を十分に確認し、受圧板設置後に変形や損傷の恐れがある場合は、固

　　練りモルタルで凹部を平滑処理するか、専用の発泡スチロールや樹脂製マット等の不陸調整材を受圧板の

　　背面に設置するなどの処置を行い、受圧板の変形損傷やひび割れの発生を予防します。

中央付近が凹んでいる
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11.構造図

                                                                             

(セミスクエアタイプ)
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(クロスタイプ)
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12.組立写真 ◇クロスタイプ(一体型)

◇クロスタイプ(分割型)

一部を分割 連結金具(ｾﾞｽﾛｯｸ)

連結金具(ｾﾞｽﾛｯｸ)

◇スクエアタイプ(分割型)

連結金具(ｾﾞｽﾛｯｸ)

中央で反分割

組立後出荷時

出荷時 組立後

出荷時 組立後

                           
  

現場状況に応じ、歪み防止補助材

(孔開きL形鋼材)を設置する
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13.施工例
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